令和５年度　第１回丸亀市保健医療推進委員会

（丸亀市健康増進計画推進会議）

開催日時　令和５年８月１０日（木）　14時00分～15時30分
開催場所　ひまわりセンター　４階　研修会議室１・２
出席者　　

(保健医療推進委員)　 次田一代　小倉永子　吉田英統　宮井陽一郎　川上雅史　木戸みどり　
宮脇隆　池田和代　中野実千代　松永真理　永池弓子　矢敷信子　宮武律子
（オブザーバー）　　岡山県立大学　森永裕美子

(事務局)   奥村部長　合田課長  安藤担当長　十河担当長　黒川　小野と　多田　德永　
(傍聴者) 　なし
議　題　　１．開　会

　　　　　２．委嘱状の交付

３．健康福祉部長あいさつ

４. 会長・副会長選出

５．議事
（１）後期計画の概要について

（２）令和４年度　第２次丸亀市健康増進計画 推進状況の報告

令和５年度　第２次丸亀市健康増進計画 推進計画について

（３）その他
６．閉　会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
開会（14時00分）

―事務局―　
　ただ今から、令和５年度第１回丸亀市保健医療推進委員会を開催致します。
本会は、丸亀市附属機関設置条例の規定により、「地域保健医療の総合的推進施策についての審議、建議及び答申に関する事務」を行うために設置されているものです。委員の任期は２年と定められており、本年６月末の任期満了に伴い、７月１日から改めて１５名の方を２年間の任期で委嘱いたします。

それでは、健康福祉部長よりお一人ずつ委嘱状をお渡しいたします。その場でご起立ください。

なお、本日欠席の方につきましては、後日お渡しいたします。

（出席の委員へそれぞれ委嘱状を交付）

―事務局―　

　ありがとうございました。これをもちまして委嘱状の交付を終了いたします。

　会議開催にあたりまして、丸亀市健康福祉部長より挨拶申し上げます。

―健康福祉部長―
　本日は公私ともにご多忙な中、保健医療推進委員会にご出席いただき誠にありがとうございます。また、日頃から本市の保健行政にご支援ご協力いただいておりますこと厚くお礼申し上げます。
　皆様には、先程保健医療推進委員の委嘱状を交付させていただきました。本委員会は、「地域保健医療の総合的推進方策についての審議、建議及び答申に関する事務」を司る審議会であり、市民の健康の保持増進、市民福祉に大きな影響を与える重要な委員会であると考えておりますので、任期２年間、大変お世話になりますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　本市につきましては、「みんないきいき　わがまち丸亀」を基本理念に、健康で幸せなまちにすることを目指した「第２次健康増進計画　後期計画」を策定しております。元気で長生き、すなわち健康寿命を延ばすことを目標に、市民とともに健康づくりを推進しております。
　本日は、次第のとおり、後期計画の概要、進捗状況の報告、また今年度の推進計画についてご説明させていただく予定にしております。委員の皆様方には、それぞれのお立場から忌憚のないご意見を賜りたいと存じますので、何卒よろしくお願いいたします。
　また、本日はオブザーバーとして岡山県立大学の森永教授においでいただいております。大変お忙しい中、ご出席いただき、ありがとうございます。よろしくお願い申し上げます。
　暑さも厳しさを増しております。本日、気温が40度を超す地域もあるとニュースに出ておりました。どうか体調管理には十分お気をつけていただき、ますますご活躍されますようお祈り申し上げ、簡単ですが、挨拶といたします。本日はよろしくお願いいたします。

―事務局―
本日の会議は委員１５名のうち１３名と半数以上の委員に出席いただいておりますので、丸亀市附属機関設置条例により、本会議の成立要件を満たしておりますことをご報告いたします。

本会議は公開といたしますので、会議録につきましては会議の概要を記録し、会長に確認していただいた後に、市のホームページにて公表いたします。

それでは、委員の皆様より自己紹介をお願いいたします。

次田様より順番にお願いいたします。

（各委員より自己紹介）

―次田委員―

宇多津町にある香川短期大学で栄養士養成に携わっております、次田一代と申します。よろしくお願いいたします。

―小倉委員―
香川県中讃保健所で所長をしております、小倉です。よろしくお願いいたします。
―吉田委員―

丸亀市医師会の吉田と申します。お願いします。
―宮井委員―

綾歌地区医師会の宮井と申します。飯山町で内科を開業しています。よろしくお願いします。
―川上委員―

　丸亀市薬剤師会で理事をしています川上です。あさひ調剤薬局という竹内耳鼻咽喉科と柴田整形の隣で薬剤師をしています。よろしくお願いします。
―宮脇委員―

城西コミュニティの会長をしています、宮脇です。よろしくお願いします。

―池田委員―

丸亀市食生活改善推進協議会の池田と申します。よろしくお願いします。

―中野委員―

丸亀市母子愛育班連絡協議会の中野です。よろしくお願いします。
―松永委員―

丸亀市健康増進計画市民会議メンバーの松永と申します。よろしくお願いいたします。
―永池委員―

同じく、丸亀市健康増進計画市民会議メンバーの永池と申します。よろしくお願いいたします。
―矢敷委員―

公募委員の矢敷と申します。よろしくお願いいたします。
―宮武委員―

同じく、公募委員の宮武と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
―木戸委員―

香川県歯科衛生士会から参りました、木戸と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

―事務局―

　ありがとうございました。委員の皆様２年間どうぞよろしくお願いいたします。先程、部長の挨拶にもありましたとおり、本日は丸亀市健康増進計画市民会議のオブザーバーをしていただいております岡山県立大学教授　森永裕美子先生におこしいただいております。先生、自己紹介をお願いできますでしょうか。
―森永教授―

皆様こんにちは。はじめまして、岡山県立大学の森永と申します。現在は、岡山県立大学にいますが、もともと香川大学にいたご縁でオブザーバーなどをさせていただいております。保健師を２０年ほどしておりましたので、健康増進計画を地域の皆様と一緒にやっていく活動には、力を入れてまいりました。どうぞよろしくお願いいたします。
―事務局―

ありがとうございました。事務局の自己紹介をさせていただきます。

（事務局自己紹介）
事務局の方も２年間このスタッフで、皆様と一緒に検討させていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

本日は、委員改選後、最初の委員会でございますので、会長、副会長の選出を行いたいと思います。
会長、副会長の選出につきましては、丸亀市附属機関設置条例第６条により、それぞれの委員の互選により定めることとなっております。

会長、副会長選出について、何かご意見はございますか。

―中野委員―

事務局一任でお願いしたいと思います。
―事務局―

ただいま事務局一任の声をいただきましたが、みなさんいかがでしょうか。それでは、事務局（案）を提案させていただきたいと存じます。

次田一代様に会長を、また小倉永子様には副会長をお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。

（全会一致により承認）

―事務局―
それでは、次田会長、小倉副会長よろしくお願いいたします。

本日の議事に入る前に資料の確認をお願いしたいと思います。
（資料の確認）
それでは、ここからは次田会長に議事進行をお願いしたいと存じます。よろしくお願いいたします。
―会長―

　会長を務めさせていただきます次田です。ご協力のほどよろしくお願いいたします。
　本日の傍聴者につきましては０名です。
まず、議事（１）の後期計画の概要について事務局より説明をお願いします。

―事務局―

今回、初めて委員になられた方もいらっしゃいますので、第２次丸亀市健康増進計画後期計画の概要について説明させていただきます。
本計画はH２９年度～令和８年度を計画期間とし、令和３年度に中間見直しを行い、令和４年度～令和８年度までの期間で後期計画を推進しております。
また、計画の位置づけとしては計画の冊子４ページをご覧ください。本計画は丸亀市総合計画を上位計画とし、市民の健康づくりを支えるため、様々な行政計画と整合性を図りながら推進しています。
次に施策体系について、計画の冊子８ページをご覧ください。「みんないきいきわがまち丸亀を基本理念」とし、健康増進計画、食育推進計画、自殺対策基本計画の３つの計画を推進しております。
健康増進計画では、生活習慣の改善や社会環境の整備によって実現される最終的な目標を「健康寿命の延伸」としており、施策体系に基づき推進しています。健康増進計画における推進主体については、「生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底」と「社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上」を主に行政が主体となって取り組み、「健康増進の基本要素に関する生活習慣及び社会環境の改善」は、市民・地域・行政が連携しながら取り組むことと明記されています。
最後に計画の冊子４２ページをご覧ください。後期計画においては２０～５０歳代の働き世代をターゲットとし、健康づくりに関心をもつきっかけづくりと糖尿病の発症・重症化予防を重点取り組みとしています。後期計画の概要は以上です。
―会長―

　次に議事（２）の第２次丸亀市健康増進計画「令和４年度の推進状況の報告」と「令和５年度の推進計画」について事務局より説明をお願いします。

―事務局―
健康増進計画の令和４年度の報告と令和５年度の推進状況を併せてご報告いたします。
事前に配布しておりました、資料の中から抜粋して説明させていただきます。
資料２ページの施策体系「生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底」から後期計画の重点取り組みとなっている「糖尿病」の分野についてご説明します。令和４年度は糖尿病の発症を予防するための生活習慣については、地域のあらゆる機会を捉えて健康教育や相談事業を実施し、市の広報や地域のコミュニティ誌への掲載などで啓発を行いました。また、集団特定健診時にはAGEs（体内糖化度）測定や減塩みそ汁の試飲や運動の動画の紹介などを集団健診受診者の約半数（55.4%）の429人に実施し、日頃の生活習慣を振り返るきっかけとしました。
次に、小児生活習慣病予防の取り組みについては、学校教育課と一緒に作成した「丸亀市の健診から分かるこどもとおとなの健康」リーフレットを小児生活習慣病健診を受ける前の小学４年生（1049人）と６年生（1061人）に配布し、小児生活習慣病予防健診受診勧奨や家族ぐるみで生活習慣病予防に取り組む意識づけを図っています。
次に、特定健康診査及び特定保健指導実施率の向上の取り組みについては、若年の動機づけ健診として３５歳からの丸亀市国保特定健診を実施、新規国保加入者に申請の有無に関わらず受診券を送付することで受診者の増加を図りました。特定健診の受診率は令和５年７月現在で38.4%となっており、コロナ前と比較しても最も高い受診率となっています。特定保健指導では、保健指導の教室に来所が難しい方へ、オンラインや地区担当保健師の訪問による保健指導を個別に実施しました。これらの取り組みは今年度も引き続き取り組んでいます。さらに今年度は３５歳からの特定健診受診者に対して食育SＳＡＴシステムを活用した食事のバランスチェックを行い、より具体的な食事の指導につなげています。資料には記載できていませんが、小児生活習慣病の予防についてもチラシの配布に加え、健幸１０か条の今年度の重点をテーマに小中学校の保健だよりに記事を掲載させていただくなど連携しながら子どもとその保護者への啓発も行っています。
資料３ページをご覧ください。関係機関との連携の取り組みについては、昨年に引き続き、働く世代に向けた健診受診勧奨チラシを商工会議所の会員に配布、丸亀地域産業保健センターから事業所訪問をする際に、健診啓発チラシや健幸１０か条の重点チラシなどを配布し、啓発していただいております。
次に資料３ページをご覧ください。「がん」の分野です。令和４年度にはがん予防や検診受診の啓発として、女性の乳がん・子宮がんにおいて幼児健診の保護者や市内小・中学校を通じて啓発チラシの配布を行いました。また、11月には集団特定健診、子宮・乳がん検診受診者に対し、レディースデーとして減塩とカルシウム強化のためのみそ汁の試飲や骨密度測定、乳房自己触診法の女性の健康づくりに関する健康教育を実施しています。
がん検診受診率向上の取り組みについては、集団がん検診の休日検診の実施など働く世代が検診を受けやすい体制づくりや対象に応じた勧奨通知の送付などを実施しました。令和４年度の市が実施するがん検診の受診率は、令和３年度と比較すると微増傾向です。令和５年度では、令和４年度の取り組みに加えて、ブレスト・アウェアネスについて食生活改善推進員を対象とした研修会を開催し、がん予防や検診啓発の展示、乳がんの啓発としてピンクリボン月間に丸亀城のライトアップを実施予定としております。また、関係機関との連携として、協会けんぽ被扶養者の特定健診と同時に市の乳がん・子宮がん検診を去年より1日増やして実施する予定です。
次に資料５～６ページをご覧ください。施策体系の「社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上」の「次世代の健康」の分野です。令和４年度は、子どもの良い生活習慣の確立に向けた取り組みとして、妊娠期からの禁煙や歯と口腔の健康づくり、食生活について、妊娠届出時や子育て講座等の機会を捉えて啓発を行いました。また、マイナス1歳から始まる子育て講座には385名の参加があり、妊婦本人や家族に向けた啓発を行いました。令和５年度は、令和４年度の取り組みに加えて電子母子手帳を活用して子どもの食事や親世代の健康づくりに関する情報発信や乳幼児健診・予防接種の受診勧奨を行っています。
次に資料７ページをご覧ください。施策体系の「健康増進の基本要素に関する生活習慣及び社会環境の改善」についてです。これは丸亀市健康増進計画市民会議メンバーと協働して推進しています。令和４年度、市民会議では身近な人や所属団体への健康情報の啓発や令和5年度の活動に向けて、再度各分野の現状課題や取り組みの方向性を話し合いました。
まず令和４年度の報告として健康づくりの分野から令和４年度の重点的に推進する健幸１０か条になっていた「生きがい・休養」「運動」「地域・環境」の分野の取り組みをご説明します。まずは資料７～８ページの「運動」の取り組みです。健幸１０か条の啓発チラシなどでウォーキングのポイントや日常生活で歩数を増やす工夫について啓発し、市民会議メンバーと一緒に作成した「丸亀市内ウォーキングコースの紹介」冊子を新たにマルタス等に設置、市広報に掲載しました。窓口等に冊子を取りに来る市民の方がいるといった反響があり、今後は冊子を活用してスポーツ推進課とも連携しながら、ウォーキングの推進に向けた働きかけを考えていきます。
次に「生きがい・休養」の取り組みでは、とくに十分な睡眠・休養をとるため、こどもから大人まで質の良い睡眠をとるポイントや生活リズムについて健幸１０か条の啓発チラシを配布し、地域や健康課の行事の参加者に啓発を行いました。
資料１０ページをご覧ください。「地域・環境」分野においては、健康を支援する環境づくりとして、「庁内会議」を開催し、市が取り組む施策の進捗状況を把握し、庁内関係課との連携を深め、効果的な健康づくりの推進ができるよう情報交換を行いました。
次に令和５年度の取り組みについて、令和５年度の重点的に推進する健幸１０か条は、２.ニコチンStop、９.休肝日をつくる、１０.受診する　の３項目です。この項目に関しては資料の８～１０ページにかけてお示している通りで、健康づくりに関心を持つきっかけづくりと糖尿病予防のための良い生活習慣を身につけることとして、市民会議メンバーと一緒に取り組んでいきます。
飲酒・喫煙に関しては啓発チラシやパネル展示などで適切な飲酒や禁煙についての啓発を行っています。とくに喫煙の分野では令和５年５月３１日の世界禁煙デーに合わせて市のホームページへの記事掲載や市役所でのパネル展示を行い、たばこの害や禁煙などについて情報提供を行いました。また、関心を持つきっかけづくりとして食生活改善推進員の養成講座にてスモーカライザーを実施し、たばこに関する健康教育を行いました。
また、健幸１０か条１０.受診する日の健康管理に関する令和５年度の取り組みとしては家族ぐるみの生活習慣病予防に取り組めるよう健診や健康教室などの参加者や愛育班会員等に啓発をしています。さらに、健康づくりのきっかけづくりとして「マイチャレかがわ」の周知、啓発を行っています。今年度は特にボーナスポイントがもらえる対象のイベントとして庁内関係課のイベントを追加する等関係課とも連携しながら利用促進の取り組みをしております。
次に、資料１１ページの「健幸の日」と「健幸１０か条」の認知度向上に向けた啓発についてです。令和４年度は市役所1階や市内図書館で啓発展示を実施しました。地域や出前講座等で延べ1939人啓発をさせていただきました。今年度ついては昨年と同様に各地区のコミュニティだよりに健幸の日・健幸１０か条や地区の健康状況について掲載したり、毎月、健幸の日にあわせて、市職員への健康情報メール配信と市民・市職員に向けた庁内放送を実施し、健康意識の向上に努めています。さらに、現在も中央図書館で啓発展示を行うなど引き続き「健幸の日」と「健幸１０か条」の啓発に努めております。健康増進計画の推進状況等は以上です。

―会長―
これまでの説明についてご質問やご意見等はありますか。
―吉田委員―
先生にお伺いしたいのですが、啓発や周知の良し悪しの判断の仕方というか啓発や周知の効果があったのか、なかったのかというのは、すごく難しいとは思いますが、何かありますか。やめたらどうなるのかなど。がんの啓発の場合、啓発がよかったのか、有名人の方が、がんになった報道が出たから受診者が増えたのか。今後啓発の計画を立てる時にアウトカムの評価をどうしたらいいか等、何かあれば教えていただきたいと思います。
―森永教授―　
ありがとうございます。先生のおっしゃるとおり、啓発は評価がとても難しいところです。いわゆるポピュレーションアプローチといい、広く一般の方にアプローチし、普及啓発するということは、大海に塩を撒くようなもので、評価が難しいです。評価はいろいろな要因が関わっています。計画された時に、評価指標をどこにするかが最初に決まっていれば、啓発によって認知度や満足度が上がった等と決めていかないと仕方がないというのが、現実のところではあるかと思います。どこの自治体も市民アンケートを何年かに一度とったり、毎年取っているところもあります。アンケート結果を経年的に見て、どこでインパクトを与えたかというのとあわせて評価をしているところがほとんどだと思います。ですから、実際のところは数字で因果関係が出るという評価は少し難しいのが現状ではあるかなと思います。

少し話がそれるかもしれませんが、がん検診の受診率が低い自治体で４種類の受診票を人のタイプ別に内容を変えて送る、ナッジ理論を利用しています。ナッジというのは、その人が強制的ではなく、自分に合った方法だと思い、自発的にそれを選べるという考え方です。そのナッジ理論利用して4種類の受診票のパターンを作り、ＡＩに入れ、受診者に受診票を配ったら、受診率が上がってきたというところがあります。最近はこれも一つの普及啓発になってきているので、最終的にはどこを見て我々が普及啓発したことが効いてるのかっていうのを取るのであれば、何を指標にしておくかを決めておいたら良いです。そして受診した人達に何を見て受診したかというアンケートを取ったりすることで緩和していくしかないような状況だと思っております。なかなか答えになってないかもしれないですが。
―吉田委員―
国もコマーシャルを流しているが、その普及啓発の効果測定は厚労省がやっているのですか。何がどうなったから、これを続けようとか。予算がある間は、ずっとやっているみたいな感じですか。
―森永教授―
厚労省は、だいたい各都道府県の自治体に何が変わったかという変化を出させ、評価にしているっていうところが多いと思います。厚労省が評価をするとなると研究班を立ててやっているところもありますが、なかなか研究班が出せる評価にも限界があり、皆がすっきりするような評価は、今のところ出てないというのが私の印象です。

―吉田委員―

普及啓発がだめというつもりはないが、ただ今後、人とお金がだんだん無くなってきた時に、何を切って、何を残すのかをいずれ議論しないといけないのかなと思います。普及啓発を切るのか、あるいは対面指導を市として優先するのかというのを決めていかないといけないのだろうなと思っています。僕は、どちらかというと普及啓発より対面指導を、ポピュレーションアプローチよりハイリスクを取りたい職業柄なのでそちらに偏りがちですけど、その辺のバランスが難しく、どこかで決めないといけないのだろうなと思っています。

―森永教授―

国がやっている健康日本２１が次は第三次になり、そこでは先生がおっしゃるようにハイリスクで結果を出すよう言ってきます。特定保健指導の保健指導率などで、行動変容あるいはその重症化防止率をどんどん出していくような方向に変わってきています。第二次までの評価をした時に、すっきりしなかったというのがあります。達成できていない部分も多いので、第三次になったら評価を現場としては苦しいですが、求められることになります。
一方で、普及啓発がいらないのかと言ったらそうではなく、普及啓発と言いながら、人と人とのつながりや地域の中でのつながりがおそらくこれからは必要になり、「この人に声をかけられたから行ってみようか」、「この人から誘われたからのぞいてみようか」と、ますます地域のソーシャルキャピタルを作っていかないといけません。これは災害時にも関連してきます。市民会議でされている活動は、つながりやきっかけ、動機づけになっていると捉えています。最終的には両輪的にやっていかざるを得ないのではないかと思います。
―吉田委員―

ちょっと話が変わるんですけど、自殺対策において自殺未遂の方のアウトリーチみたいなことを他の市町村でやっているとこもあります。かなり大変なので初めても途中でダメになることもあるのですが、自殺未遂をされて、救急でかかられた後のアウトリーチを考えていけたらいいのかなと思っています。
―会長―

ありがとうございます。

事務局から健康増進計画についてだけ説明していただき、進めさせていただきましたので、食育推進計画と自殺対策基本計画について説明を一緒にお願いいたします。
―事務局―

第二次丸亀市食育推進計画の進捗状況について説明させていただきます。資料１２ページをご覧ください。計画の目標は“「食」で広がる健康とふれあいの輪まるがめ”としております。その実現を目指すために今年度も自分に合った食生活の実践に向け、食育ＳＡＴを活用して市民が現在の食習慣を振り返り、より良くするために食生活の工夫について具体的に知ることができるように取り組んでいく予定です。資料にありますように、園児や保護者、飯山高校の文化祭、筋トレ教室に来ている方や先程説明した特定健診でも食育ＳＡＴをしています。さらに今年はＰＴＡのバレーボール大会が実施される予定ですので、無関心な方の食生活のきっかけづくりになると思っております。
続いて、食文化の継承と地産地消の推進では、食育ネットワークメンバーが郷土料理を次世代に伝える授業や地産地消の授業などをしていただいております。

また関係機関が連携して事業を実施していきたいと思っております。食育月間には、パネル展示を実施しました。現在８月中は、綾歌図書館のロビーで掲示をしております。今後も食育ネットワークの会議の中で情報交換をしながら、継続して実施していきたいと思います。説明は以上です。
続きまして丸亀市自殺対策基本計画について説明させていただきます。資料１３ページをご覧ください。計画の目標でもある“誰も自殺に追い込まれることはない丸亀市の実現”を目指し、自殺に対する理解を促進するため、９月の自殺予防週間や３月の自殺予防強化月間を中心に、自殺予防やこころの健康、相談先についてチラシ配布や展示などで啓発を行います。また地域での健康教育や健康相談の保健師活動の中で自分や家族などの心の健康について振り返ってもらえるような働きかけを行っています。

また自殺予防に取り組む人材育成について市役所新規採用職員、介護や福祉に携わる相談員に対し、ゲートキーパーの養成講座を行う予定にしております。

相談支援体制の整備につきましては、健康課ではこれまでと同様に精神保健福祉士や保健師による個別支援を行うとともに、全ての妊産婦に対して妊娠初期および出産後の面接に加え、令和５年１月からは出産・子育て応援給付金事業の一つとして、妊娠８か月ごろにも必要な方には面談を実施し、妊娠中期以降に不安が生じた場合にも出産前から個別支援を行います。
健康課以外の相談支援体制につきましては、庁内１０課による自殺対策事務調整会議を開催し、各課の取り組みを共有し、また必要時には庁内関係部署と連携することで今後も自殺予防の推進に努めてまいりたいと思います。以上です。
―会長―
ありがとうございます。後からの説明も含めまして、これまでの説明についてご質問ご意見等ございましたらお願いいたします。
―木戸委員―

令和４年のコロナ禍の活動でこの実績は、頑張っていると評価しました。令和５年度取り組みについていろいろと考えられており、素晴らしいと思います。先程、先生が言われたどれくらい効果があるかというところも含めて、やっぱり数が一番かなと思います。受診率や数値が上がっているところは、素晴らしいと思いますが、数値を上げるためには、いろいろな方に来ていただくための仕掛けが大事だと思います。その仕掛けについて、部や課の保健師の皆さんで検討していただきたいと思います。目に留まるような受診票をお願いしたいです。いただく受診票はいつも一緒で、またかと思って開けないこともあります。その辺りも検討していただくことが大事だと思います。

今日、ここに来る前に市役所でいましたが、１０日の日で健幸１０か条についてのアナウンスがありました。すごいなあと思って聞きましたが、ここだけではなく、例えばお店でもしていただくことも考えていただいたらと思います。

いろいろな掲示物を中央図書館で行ったということでしたが、これもお店などでも、一度掲示したものを提示し続けたら良いと思います。せっかく作ったものを有効活用したら良いのではないかなと思いました。
―会長―
　貴重なご意見をありがとうございます。他に何かございますか。
―宮脇委員―

城西コミュニティの宮脇です。今日は、健康課の皆さんが黄色の制服を着ているのでどうしてかと聞くと、健幸の日ということでした。素晴らしいと思います。コミュニティでもそうですが、行事の時にはできるだけ統一したユニフォームを着ることで活動する際、部隊の力になります。責任を持って対応することにもなります。これからもその活動は続けてもらいたいです。
コロナ禍もあったからか平均寿命は下がったようです。いつもだいたい上がり、下がったことの要因について明確な情報は持っていないですが、コロナは一つ要因だということであったと思います。

この３年間は、コロナでコミュニティでも行事は非常に厳選しながらやっていました。丸亀市でもお城まつりは盛大に開催できましたが、バサラまつりは花火大会だけをすることになっており、少しずつコロナ禍を踏まえて行事がどうあるべきなのか考えていると思います。
さらに、２０２５年問題によって高齢者の対象人数が増えています。また、敬老の日の行事はなくなるなど、シフトしてきています。令和４年度を踏まえ、令和５年度、少しずつシフトしていく中で、健康課として力を入れている企画があると思います。資料の８ページにもこころの健康につながる企画を検討中とあります。健康課では令和５年度どのように取り組んでいかれるかお話し伺いたいと思います。
―会長―

ありがとうございます。事務局から何かございますか。

―事務局―

健康課この健康増進計画の中にもあるように糖尿病予防に取り組んでいきたいと思っています。成人、高齢者の方だけではなく妊娠期から継続した支援をして行けたらと思っております。その効果については、実証することは難しいかと思いますが、継続して取り組んでいきたいと考えております。将来的には、糖尿病の方が少しでも減少していくように取り組めたらと思っておりますので、コミュニティや各地区での行事の際には、ご協力お願いできたらと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

―宮脇委員―

コミュニティで健康についてのお話を保健師の方からお伺いしますが、その中で特に関心を持つものとして、城西コミュニティは、ここが弱い、ここは比較的取り組めているなど各地区の情報があります。

特に競争しているわけではないのですが、役員の方が他と比較できるような資料提供を許される範囲内でお願いしたいです。

―会長―
　コミュニティの方から貴重なご意見をありがとうございます。他に何かございますか。
―矢敷委員―

私は、報告の中にあった筋トレ教室に参加しております。退職してから、知り合いに「筋トレ教室っていいよ。これからは元気で長生きしないといけないのだから」、当時は倍率が高くて「申し込みをしても入れるか分からないけど、行ってみたら？」と言われて申し込みました。たまたま当たってもう１０年ぐらいたちますが、きっかけづくりをしてくれた友達がいたこと、ひまわりセンターまで自転車で行ける距離だったこと、フィットネスクラブは土曜日、日曜日やっていてすごく良いのは分かっていたのですが、休日に孫の面倒をみることもあったので、筋トレ教室が自分にとって利用しやすかったです。
誰かに声をかけられた、継続できる場がすぐ近くにあった、自分でもできるし、でも皆で一緒にしたら、顔なじみにもなって続けていこうという気持ちになり、継続できたのかなと思います。また、テレビや新聞での情報が土台にありますが、それを教えてくれる人がいた、近くに場所があった、利用しやすいものを作ってくれていたからかなと思っています。私は、職場が遠かったので地元のことをあまり知らなかったのですが、すごくよかったなと思っております。

今日の報告でありましたマイチャレかがわも友達が教えてくれました。皆さんは知らないかもしれませんが、マルナカで２０００円以上を買い物すると水がもらえます。これも別の友達が教えてくれました。継続できるのは、恩恵を受けられる仕組みがあるからだと思います。主婦感覚ですが、２０００円ぐらいは、買い物をしていたらすぐにきます。とっつきやすく、継続できるような仕組みや地域であったらいいと思いました。
四国新聞だったと思いますが、たばこを吸っている方はこの２０年で半分になったようです。私の祖父はタバコを作っておりまして、ずっと同居しておりましたので、たばこを吸う生活で私の子どもが喘息になり、言いたかったけど言えなかったです。敷地内でたばこ吸っていけないという法律ができて、変わってきたのかなと思います。個人の力ではどうにもならないことが良い方向に行っているのかなと思います。こういう機会を与えられたので、私ができることは市民として良いなと思えることをこれからも広げていくことかと思いながら、聞かせていただきました。
―会長―
　ありがとうございます。実際にご経験されたことを色々とお話しいただきまして、ありがとうございました。他に何かございますか。
―宮武委員―
資料などを作って市役所や図書館に掲示してくれているのですが、なかなか見に行く機会もないですし、足を運ぶことが難しいと思います。最近は皆さん携帯電話を持っているので、例えば広報にＱＲコードを載せ、読み込んで資料が手元で見れたら、若い世代の方も見る機会になるかと思います。

食事のことで話を聞いていて、息子がスポーツをしているのですが、なかなか身体が大きくならないです。普通にご飯を食べさせていても、個人差もあると思います。スポーツをしている場合、どういうものを食べると、フィジカルが強くなるのかという情報は、ネットでしか知らないので、そういった報告があったら、子どもがスポーツしているお母さんなどは食育に興味が湧いて、お話があったら聞きに行ったりするのかなと思いました。
―会長―

ありがとうございます。他に何かございますか。

―中野委員―

違う審議会などでアンケート調査をしたら、回答率がすごく少なくて回答してくださった方は、興味のある方が答えるので、すごく結果が良いです。親子関係の子どもに対する質問でも、回答してくれる人は興味があり、アンケート調査は、あまり重要視はできないのかなという印象があります。健康課の取り組みは、毎年変わるものではなく、地道に続けていかないといけないことなので、毎年成果が何パーセント上がりましたというような評価はあまりしなくてもいいのかな、続けていくことが大事かなということが私の印象です。
―会長―

ありがとうございます。他に何かございますか。
―宮脇委員―

ＱＲコードについてですが、それぞれの計画のＱＲコードをこれ（後期計画概要版）に載せていますが、評判はどうですか。あんまり聞かないですか。コミュニティでも会報には、必ずＱＲコードを載せています。若い人は見ているようです。最近はコミュニティの役員にＬＩＮＥで情報提供をしています。コミュニティの計画も膨大な量になりますが、ＱＲコードで載せています。しかし、あまり見られていないですね。これらの計画も何ページにもわたると思いますが、すべて計画の内容が載っているのでしょうか。
―事務局―
ＱＲコードを読み取っていただくと市のホームページにつながり、チラシの一覧や冊子も見ることができていましたが、概要版の作成後に市のホームページがリニューアルし、現在は概要版のＱＲコードから見られない状況になっています。市のホームページに直接アクセスしていただいたら見ることができます。今後作る資料に関しては新しいページにつながるように、ＱＲコードを付けさせていただくようになるかと思っております。
―宮脇委員―

お願いいたします。
―会長―

ＱＲコード、どうぞよろしくお願いいたします。
県内の他の所の取り組みで、ＱＲコードの中で、食生活などの健康情報を定期的に流して、それを見たら得点が溜まっていき、プレミアムがある活動してるところもあると最近お聞きしました。後から何かいただけると、割と学生はすぐ飛びついていろいろやっているように思います。

他に何かございますか。

特にないようですので森永先生、先程もご質問にお答えいただきましたが、何かご意見がありましたら、よろしくお願いいたします。
―森永教授―
ありがとうございました。健康寿命を伸ばしていかないとこれからの時代は良くないのかなという気がしています。人は絶対いつかは死にますが、そうであっても健康寿命を伸ばすということは、その人生を生ききることができると思います。寝たきりになったり、家の中で閉じこもる時間が長くなったりすると、本人も家族も周りの方も何か心配事が出てくると思います。できるだけ健康寿命は長いほうが良いと思います。そのために、いろいろな活動を組み合わせて行かないといけないと分かってきています。普及啓発のポピュレーションアプローチも必要ですし、ハイリスクアプローチも必要になってくると思います。

昨今皆さんも感じておられると思いますが、情報が目まぐるしいスピードで流れていく状況になっていて、世の中の方はスマホで情報を見たり、テレビやインターネットで見たりしますが、それを実際に自分事として捉えて行動に移すというところまで行く人は、実は少なかったり、他人事と思って情報流している場合もあります。そのため、自分事に捉えていただくきっかけや仕掛けを皆さんとアイディアを出し、作っていかなければ、ずっと他人事で結局自分に起こった時にやっておけばよかった、こうしておけばよかったということになるかと思います。後悔ではなく、自分事として取り組みをやっていこうかな、進めていこうかなと思ってもらうことが必要なのかなと思います。そうすると、この計画でどこまで工夫ができるかというところになり、工夫も専門職だけではなく、市民の皆さんやコミュニティの皆さんと考えていく工夫が必要だと思いますので、こういった会議や市民会議が必要になってくると感じたところです。
研究では地域の方と交流がない、社会参加ができない方は健康状態が悪くなっていく、あるいは早死するという結果も出ています。今の時代は、スマホやテレビがあれば人と会話しなくて終わる１日があると思います。それではだめだということを、これからの時代は伝えていかないといけないと思います。そこに誰が住んでいて、どんな人が住んでいるかわからないと、災害時も助け合えない、声をかけ合えないということもあるので、そういうことも含めて、繋がりが必要だと思います。

先程、矢敷さんがおっしゃられた身近な所で利用できるもの、利用しやすいものがあるかというのが重要なことだと思いました。アクセシビリティといいますが、アクセスのしやすさ、入手のしやすさや行きやすいかというところを考えていかないといけないと思います。これは高齢者になればなるほど身近な所でないと行けなかったり、情報も若い人は、スマホですぐに入るけど、意外と入手しにくい情報があると思うので、工夫していかないといけないと思います。
宮脇さんがおっしゃられたように資料や健康情報などフィードバックできるものがすぐに見れる、アクセスしやすさにＱＲコードを活用してやっていけば良いのではないかと感じております。

これからの時代、ＩＣＴの情報通信技術の中でも、対人面でいつも何が残るかと考えているところで、最後は対人面で操作できるものもあるのだろうと思っています。ＡＩやＩＣＴ技術をうまく活用するというこれからのやり方を推進できると良いと思いました。そうすると評価もしやすくなるのではないかなと思っていまして、アクセス数や反応のしやすさなどで評価にもつながると思いました。
人は健康が二の次で、インセンティブで商品がもらえたりすると人は動きます。例えばウォーキングして景品をもらえてウォーキングが習慣化されるなど、動くきっかけによって、それが習慣化されれば、ベストなので、インセンティブもうまく活用していくことが必要だと思います。

また、小学生の食育、高校生のスポーツするような方、思春期の女の子のダイエットしたいけど食べなきゃっていう人にはこんな食育をというように、ターゲットを絞りながらやっていかないといけない。なかなか確率的にこれがいい、あれがいいとかいっても、もうヒットしなくなってきた、いわゆる多様化の時代になってきたのかと思います。これからは皆さんがスマホでアクセスしやすいようにということになってくるのかなと思いました。

取り留めもない感想になりますけれども、皆さんのお話が聞けてよかったと思いました。これからも一緒にやっていけたらと思います。よろしくお願いします。ありがとうございました。
―会長―

ありがとうございます。先生の方からおっしゃられた身近なところでそういったことができる、またＩＣＴの活用であったり、ニーズに沿ったものが、ますます重要になってくるのではないかと思います。
それでは、議事最後の（３）その他について、何かございますか。
ないようですので事務局から何かありましたらお願いします。

―事務局―
次回の会議ですが、令和６年２月８日を予定しております。今年度の推進状況について報告させていただく予定で、またご案内はさせていただきますのでどうぞよろしくお願いいたします。
―会長―

　それでは次回は２月８日ということで、よろしくお願いします。

本日の議事につきましては全て終了いたしました。皆様ご審議ありがとうございました。

―事務局―

次田会長、議事の進行ありがとうございました。

また、委員の皆様におかれましては、長時間のご審議ありがとうございました。本日の会議は終了いたします。次回もどうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。
閉会（15時30分）
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